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私たちの社名は、R�������のＲ、S������のＳ、T�������
�のＴを続けて読んだものです。

R�������とは絶えることのない新技術・新市場・新しい販売方法の開発・研究調査、

S������とは人と人とのふれあいのなかでの本当に行き届いた温かいサービス、

T�������
�とは世の中に役立つ真によいものをハードもソフトも含め作ってゆく技術を意味します。

このR�������、S������、T�������
�は、それぞれが独立して考えられるのではなく、

開発研究・調査のR�������にもそのための技術 (T�������
�) があり、サービス精神 (S������) が必要です。

言い換えれば、このＲとＳとＴは、お互いに深く支えあい利用しあいながら、

互いをよりすばらしいものへと磨きあっていくという有機的な関係にあります。

私たちは、このような考えのもとにR�������、S������、T�������
�を統合した思想を

社の企業理念として「アーレスティ」と呼ぶことにし、社名としております。

私たちは、この社名に込められた企業理念を大切に生かし、

様々な製品を通して、広く社会のお役に立ちたいと願っています。

タグライン「C�����
 O�� E��� �� ��� F�����」は、その社名に

込められた企業理念を実現すべく、アーレスティで働く者すべての視線

が、常にお客様、地球環境、そしてアーレスティ自身の未来へ向けられ、

R������� (研究・開発) 、S������ (サービス) T�������
� (技術) に

おいて常に主導的リーダーに立ち前進しようという企業姿勢を具現化

したものです。なお、“C�����
”は、“投げかける”という意味の

他に、当社の主要事業である“D�� C�����
”の意味も込めています。

事業セグメント別売上高 売 　 　 上 　 　 高（2006年度）
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（単位百万円）

6,000 7,000 8,00000

7,934
7,528

当期利益

経常利益

1938年６月

1943年11月

51億１千７百万円

ダイカスト製品および

アルミニウム合金地金の製造販売

フリーアクセスフロアパネルなどの

建材用品の製造販売

ダイカスト製品 (アルミニウム、マグネシウム)

アルミニウム合金地金

フリーアクセスフロアパネル

ダイカスト周辺機器

東京都中野区中央1-38 - 1

住友中野坂上ビル11Ｆ

ＴＥＬ 03 -5332 - 6001

ＦＡＸ 03 -5332 - 6037

テクニカルセンター（豊橋）

熊谷、東松山、浜松、豊橋

栃木、東京、厚木、浜松、名古屋、大阪、

福岡、熊本

(株)アーレスティ栃木、(株)アーレスティ熊本、

(株)アーレスティ山形、A������ W�����
��� C���.、

広州阿雷斯提汽車配件有限公司、(株)ATCつくば

(株)アーレスティ ダイモールド浜松、

(株)アーレスティ ダイモールド、

台湾阿雷斯提模具股　有限公司

THAI AHRESTY DIE CO., LTD.、

阿雷斯提精密模具(広州)有限公司

(株)浜松メカテック、東海精工(株)

天竜金属工業(株)

(株)アーレスティ ライトメタル

THAI AHRESTY ENGINEERING CO., LTD.

(株)アーレスティ テクノサービス、

(株)シーăエスăフソー

創 　 　 　 業

設 　 　 　 立

資 　 本 　 金

事 業 内 容

主 要 製 品

本 　 　 　 社

Ｒ ＆ Ｄ

事 業 所

営 業 所

関 係 会 社

・ダイカスト

　

・ 金 型 製 作

　

・加　　　工

・ 砂 型 製 品

・グラビティ

・設　　　計

・関連機器他

経 常 利 益 ・ 当 期 純 利 益

対 象 期 間：

対 象 範 囲：

2006年４月から2007年３月

データの集計範囲は国内事業所

・主要関連会社です。

(株)アーレスティは、2004年度より毎年「環

境報告書」を発行しております。どなたにも親

しみやすく読んでいただけるよう、イラスト・

写真を多く掲載するよう心掛けました。作成に

あたっては 環境省発行の「環境報告書ガイド

ライン (2003年度版) 」を参考にいたしました。 

編 集 方 針

報 告 書 の 対 象 範 囲

会社概要

トップメッセージ

工場サイトレポート

情報公開

社内環境コミュニケーション

地域環境コミュニケーション

地球温暖化防止対策

大気汚染・水質汚濁物質の削減

廃棄物の削減・ゼロエミッション

製品における環境負荷低減

01

03

15

22

19
21

11
12
13
14

▼ 環境パフォーマンス▼ 環境パフォーマンス

▼ 工場サイトレポート▼ 工場サイトレポート

▼ 社会的パフォーマンス▼ 社会的パフォーマンス

▼ 情報公開▼ 情報公開

環境経営 "新10年ビジョン"

コンプライアンス「法令遵守」

環境方針

環境管理組織

2006年度実績評価と環境会計

05
07
08
09
10

▼ 環境マネジメント▼ 環境マネジメント
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　皆様の身近にあるアルミの比重は鉄のお

よそ３分の１、鉄300グラムの塊と同じ

大きさのアルミは約100グラムしかあり

ません。日本国内のアルミニウム製品の生

産量は、約400万トンですが、そのうち

４分の１の100万トン以上がアルミダイカ

ストとして使用されています。特にリサイ

クルも容易で軽くて強いアルミは、燃費向

上を狙う自動車への使用量が年々増加しア

ルミダイカストの約８割は自動車部品とし

て皆様の自動車のどこかで活躍しています。

当社はアルミダイカストを主要な事業とし

2006年度の当社生産量は、10万トンを

超え５年連続で出荷量の記録を更新しました。

その中には、いままでは鋳鉄製だったエン

ジンブロックのアルミ化などあり、私たち

アーレスティは、高い品質と技術力や新し

い技術開発によるアルミダイカストの用途

の拡大と適用によって自動車の燃費軽減＝

二酸化炭素削減に貢献しています。

代表取締役社長

高橋　新

これからは、より質の高いR�������、S������、

　　　　　　　　T�������
�を追求していきます
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　一方その生産工程における環境への配慮

も欠くことはできません。私たちの重要な

ステークホルダーのひとつ「社会」から、

より信頼されるパートナー・企業市民とな

るように、ISO14001に基づき環境マネジ

メントシステムを構築・運用しています。

　特に重要な課題については、全社で定めた

2005年度から2007年度までの中期計画

に基づいて改善を実行しました。また、

環境に配慮した行動を行うことは、一部の

担当者の課題ではありません。アーレスティ

に働く全員が、環境を守る意思を持ち自ら

が行動・参画することによって、環境を

「他人ごと→自分ごと」にする事が大切だ

と思います。各事業所では、里山作りや事

業所近くの美化活動など自主参加活動を活

発に行い、自走力のある環境改善活動に努

めています。

　2006年度は、お客様からのご信頼と需

要の増加によって過去最高の生産量となり

ましたが、生産１トン当たりの二酸化炭素

放出量を2005年度より減少することがで

きました。その他、地下水の使用量の削減

やゼロエミッション工場の維持などが実施

されました。しかし、二酸化炭素の総排出

量や廃棄物の量は生産量の増加に伴って僅

かずつ増加してしまいました。　

今後も、自動車の軽量化ニーズは増加する

と思われます。また生産量もグローバルで

まだまだ増加するでしょう。生産量が増加

しても、環境への負荷を軽減できるよう、

技術・管理の改善を重ねて自動車の軽量化

に貢献すると同時に生産においても環境負

荷の軽減に取り組んでまいります。

ト
ッ
プ
メ
ッ
セ
ー
ジ

ト
ッ
プ
メ
ッ
セ
ー
ジ
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R������� (開発・研究調査) の R

S������ (行き届いたサービス) の S

T�������
� (世の中に役立つものを作る技術) の T

このＲとＳとＴはお互いに深く支えあい、お互い

をよりすばらしいものへと磨きあっていくという

有機的な関係にあります。

この考えを企業理念として、様々な製品を通して

広く社会のお役に立ちたいと願っています。

生きいきと活動し

誇りを持てる企業

相互に信頼

される企業

にに

顧客ニーズの

先を行く企業

投資価値の

ある企業

株主
・

投資家

顧　客

従業員

取引先

信頼される

グローバル企業

社　会

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

環境経営  "新10年ビジョン"

「すべてのステークホルダーから信頼されるグローバル企業」を常に目指しています。

　　 企業理念

　　 "新10年ビジョン"

常に生きいきと活動し、理論と実験と創意と工夫

を尊重して、品質の優れた製品と行き届いたサー

ビスを提供しよう。

　　 経営基本方針

これから先の10年間で私たちがめざすのは、会社

に関係するすべての人から「信頼されるグローバ

ル企業」になることです。その実現に向けて、私

たちのあるべき姿を描いたのが10年ビジョンです。

企業目標を全従業員が理解し、ベクトルを合わせ

て力を発揮することで、今まで以上の成果をめざ

していきます。

すべてのステークホルダー（利害関係者）とは、会社を取り巻く顧客・株主／投資家・

従業員・取引先・社会の５つを指します。
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環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

コンプライアンス

委員会

株 主 総 会

取
締
役
会

取
締
役

社
外
取
締
役

監
査
役
会

監
査
役

社
外
監
査
役

会
計
監
査
人

弁
護
士 各部門 グループ会社

代表取締役

報告・提言

監
査
・
監
視

監
査
・
監
視

選任・解任・監視

会計監査

助言・指導

選任・解任選任・解任選
任
・
解
任

報告・提言

内部監査

内部監査室

経営会議

執行役員

【コーポレートガバナンス体制図】

私たちはコーポレートガバナンスの一層の強化と

企業価値の向上を目指し、業務の適正を確保する

ために、会社法および法務省令に則り取締役会に

おいて内部統制システム整備に関する基本方針を

決定しました。

　　 内部統制システム構築の基本方針

私たちは、株主をはじめとする全てのステークホ

ルダーに対する経営責任と説明責任を明確にする

とともに、高い透明性を伴った経営体制を確立す

ることで、当社グループ全体での収益力の拡大と

企業価値の増大を目指しています。

　　 コーポレートガバナンス

内部統制システムとリスク管理体制を充実させ、

グループ子会社の事業活動についても管理・監督

を行う経営システムの構築を図ることをコーポレ

ートガバナンスの基本的な方針と考え、重要な経

営課題であると認識しています。

コーポレートガバナンス体制についてのフローを

含めた概略図を下に示します。

　　 コーポレートガバナンス体制
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取締役及び使用人の職務の執行が法令及び

定款に適合することを確保するための体制

取締役の職務の執行に係る情報の保存及び

管理に関する体制

損失の危険の管理に関する規程その他の

体制

取締役の職務の執行が効率的に行われるこ

とを確保するための体制

株式会社並びにその親会社及び子会社から

成る企業集団における業務の適正を確保す

るための体制

監査役の職務を補助すべき使用人に関する

体制と当該使用人の取締役からの独立性に

関する事項

取締役及び使用人が監査役に報告をするた

めの体制その他の監査役への報告に関する

体制及び監査役の監査が実効的に行われる

ことを確保するための体制

１.

２.

３.

４.

５.

６.

７.



私たちは、コンプライアンス

の基準として、この基本方針

を制定し、役員および従業員

は、自らの行動または業務遂

行のための行動において、こ

れを遵守します。

私たちは、全てのお客様の満足・信頼を旨

とし、品質や安全性に配慮して、優れた製

品と行き届いたサービスの提供をします。 

私たちは、お客様の安心・信頼を念頭に置

き、あらゆる法令を遵守し、高い倫理観と

責任感を持って行動をします。 

私たちは、公正で透明な取引関係を構築し、

健全な事業を行います。 

私たちは、継続的な企業価値の増大を追求

し、魅力ある企業を目指します。 

私たちは、お互いに人格・価値観を尊重し、

健康かつ安全な職場環境を目指します。 

私たちは、会社財産を保護し、適正に取り

扱います。 

私たちは、全ての利害関係者から不信を招

くことがないように、健全かつ正常な関係

を維持・確立します。 

私たちは、地球環境への配慮を会社の重点

課題として認識し、環境保全に向けて自主

的かつ積極的に行動します。 

私たちは、グローバルな視野を持って、地

域の文化や習慣を尊重し、社会への貢献に

向けて行動します。 

私たちは、企業市民として広く社会とのコ

ミュニケーションを行い、地域の発展と快

適で安全な生活のための活動に協力し、地

域社会との共生を目指します。

１.

２.

３.

４.

５.

６.

７.

８.

９.

10.

私たちは、2003年８月に「アーレスティ行動規

範」【2006年12月「アーレスティグループ行

動規範」に見直し改訂】の制定とともに社長を委

員長とするコンプライアンス委員会を設置しまし

た。定期的に委員会を開催し、コンプライアンス

体制全般にかかる企画・推進のほかコンプライア

ンス上の問題等につき意見交換を行い情報の共有

を行います。

アーレスティグループ行動規

範は、グループ全ての役員・

従業員に配布をすることで周

知を図っています。またコン

プライアンス基本方針はカー

ド式にして全社員が携行でき

るようにしています。

コンプライアンス全般に関する相談窓口を社内

(経営企画部法務課) と社外 (顧問弁護士事務所)

の２ヶ所に設けています。

いずれも、相談者が不利益を被

らないよう運用方法や仕組みを

「コンプライアンス通報要領」

として定め周知をしています。

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

コンプライアンス「法令遵守」

コンプライアンス基本方針と行動規範を守り、責任感をもって行動します。

　　 コンプライアンス基本方針 　　 コンプライアンス推進体制

　　 コンプライアンス通報

　　 アーレスティグループ行動規範
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環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

環境方針

環境方針のもとに全社一丸となり【環境にやさしい企業】を目指して活動を続けています。
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私たちは、環境マネジメントシステムを有効に

機能させるために、事業所 (サイト) それぞれの

トップをそのサイトの環境管理責任者とし、さら

に指定された本社の機能部門の部門長も環境管理

責任者に加え、全社環境委員会のメンバーとする

ことで、アーレスティ全体の統括をはかる体制を

つくっています。2006年度は技術部門が豊橋

工場の隣接地に集結されたのを受け、「テクニカ

ルセンター」として新しいサイトに追加し、あら

たに活動を開始しました。

私たちは、全サイトで毎年決められた時期に内部

環境監査を実施しています。この内部監査の結果、

指摘された不備については是正処置がはかられ、

その結果についてもさらにフォローし、システム

全体のスパイラルアップを心掛けています。

またこの内部監査を実施するために、社内教育講

座として「内部環境監査員コース」を設け、内部

監査員の養成も行っています。現在の内部環境監

査員の数は全サイトで228名に達しています。

私たちは、ＩＳＯ1 4 0 0 1 に基づき環境マネジメ

ントシステム (ＥＭＳ) を構築し、環境にやさしい

企業を目指して活動を続けています。その主な

流れとしてはまず全社の環境方針やサイトの環境

側面、各種の法的規制などを評価・把握して、

サイトごとに環境目的・目標を設定し、実行計画

を展開していきます。そしてその活動や成果につ

いて内部監査や環境委員会などを通じ、定期的に

チェック・フォローを繰り返し、継続的な改善活

動を推進しています。

環境保全のための国際規格ＩＳＯ14001につ

いては、2001年３月にまず (株)アーレスティの

主要工場である５つの事業所 (サイト) でその

認証を取得しました。その後、事業所の拡大に

向けて取り組み、本社、北米のアーレスティ・

ウィルミントン、(株)アーレスティ山形と認証取

得を続け、さらに豊橋工場にも拡大し、現時点で

は主力であるダイカスト製造のすべての事業所で

認証取得を果たしています。

なお2006年度には技術部門のテクニカルセン

ターがサイトのひとつに追加されました。

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

環境管理責任者

全社環境事務局

（品質管理部）

全社環境委員会

各サイト環境管理責任者

全社環境推進会議

各サイト環境責任者

各サイト従業員 *１ 本社機能部門 *２

*１ 各サイト従業員 

内
部
環
境
監
査
員

　
　
　
　

養
成
講
座
風
景

　
　
　
　
　

︵
浜
松
工
場
︶ 

内
部
環
境
監
査
員

　
　
　
　

養
成
講
座
風
景

︵
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
︶

*２ 本社機能部門

社 長

本社・浜松工場・東松山工場・熊谷工場・豊橋工場・

テクニカルセンター・(株)アーレスティ栃木・

(株)アーレスティ熊本・(株)アーレスティ山形

ヒューマンリソース部・商品営業部・品質管理部

環境管理組織

環境マネジメントシステムを有効に機能させ、継続的な改善活動を推進しています。

　　 環境管理推進体制

　　 環境マネジメントの流れ
　　 ＩＳＯ1 4 0 0 1 認証取得について

　　 内部環境監査
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環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

環境区分 2005!2007年度目的 2006年度実績 評価

12

20

11

21
〜
22

15 
〜 
18

12

関連頁 2007年度目標

大気

水質

騒音

廃棄物

省エネ

省資源

環境配慮製品

と商品

環境保全技術

その他

自己評価

(目標達成度)

各サイトで
　　　 自主基準を順守する

廃棄物総排出量を2007年
度までに2004年度比30％
削減する

生産重量当たりのＣＯ2

排出量 (原単位) を2007年
度までに2000年度比８％
削減する

グリーン調達の
　　　　　 しくみをつくる

フリーアクセスフロアの
環境負荷をさらに低減する

自動車部品の軽量化により  
　　 ＣＯ2 削減に貢献する

社会貢献活動に積極的に参       
加し地域との共生をはかる
（従業員参加率30％） 

各サイトで
　　自主基準値をクリア

2004年度比
　    13 . 7％削減を達成

2000年度比8 .6％削減
　を達成 (全サイト平均)
  (未達成のサイトが　　
　　  　　　２工場有り)

グリーン購買ガイドライン、
グリーン購入ガイドライン、
環境負荷物質管理規定完成

フリーアクセスフロア
の六価クロム対応

自動車部品 (足回り、
ブラケット等) 
の軽量化推進中

地域清掃活動への従業  
員参加率39.3％を達成

大気、水質、騒音に関連す
る施設・工程の管理改善を
徹底する (潜在する問題を
発掘し改善する)

廃棄物総排出量を2007年
度までに2004年度比30％
削減する

生産重量当たりのＣＯ2

排出量 (原単位) を2007年
度までに2000年度比８％
削減する (未達成サイト)

グリーン調達を導入し
　　　各サイトへ展開する

フリーアクセスフロアの
環境負荷をさらに低減する

自動車部品の軽量化により   
　　 ＣＯ2 削減に貢献する

社会貢献活動に積極的に参
加し地域との共生をはかる
 (従業員参加率30％)

※ (株)アーレスティの環境プログラムは中期 (３ヵ年) 計画で展開されており、

　 今回の実績は2005〜2007年度計画の中間年度のものです。

事業所エリア内コスト

排水処理設備管理・更新、排ガス処理及び集塵装置の維持管理、騒音対策

省エネ活動 (電気、重油)、高効率溶解炉導入 (省エネ仕様)、
工場緑化のための植栽

水の循環利用 (クーリングタワー)、廃棄物・資源ごみの処理 (分別・処分)

グリーン購入

環境委員会、内部監査、ばい煙・ダイオキシン・排ガス・騒音測定、
社内教育訓練、ISO14001認証維持

リサイクル活動団体他工場見学の受け入れ、地域清掃活動、
近隣住民とのコミュニケーション活動、
ボランティア活動の幟やワッペン作成、里山再生の道具購入

大気汚染負荷量賦課金

分　　類 主な取り組みの内容

上・下流コスト

投 資 額 費 用 額

小　　　　計

合　　　　計

公害防止コスト

地球環境保全コスト

資源循環コスト

管理活動コスト

研究開発コスト

社会活動コスト

環境損傷対応コスト

8,210

0

422

99,405

21,686 7,730

1,210 0

73,081 223,327

590 19,035

222

751

内
　

訳

(単位：千円)

合金協会 (環境保全テーマ)、ばいじんのリサイクルテスト

43,185 116,192

0

75,303

4,674

248,009

100%以上　　　　　　90%以上　　　　　70%以上　　　　　50%以上　　　　　50%未満

ă

ă

ă

ă

ă

ă

ă

ă

ă

ă

ă

ă

2006年度実績評価と環境会計

サイト毎に目標や活動スケジュールを立て、計画的な環境パフォーマンスの向上を図っています。

　　 2006年度実績評価

　　 環境会計
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2000

98.6

2001

91.4

2002

101.1

2003

103.9

2004

112.9

2005

119.1

2006

123.5

(年度)

140.0

120.0

100.0

80.0

60.0

40.0

20.0

0.0

(千ｔ/年)

2000

78.9

2001

72.2

2002

78.4

2003

83.5

2004

84.8

2005

87.0

2006

90.0

(年度)

100.0

80.0

60.0

40.0

20.0

0.0

(千ｔ-ＣＯ２/年)

2000

800

2001

790

2002

775

2003

804

2004

752

2005

731

2006

728

(年度)

900

800

700

600

500

(㎏-ＣＯ２/ｔ)

2000

454

2001

422

2002

423

2003

441

2004

396

2005

397

2006

401

(年度)

500

400

300

200

100

0

500

400

300

200

100

0

500

400

300

200

100

0

(㎏-ＣＯ２/ｔ)

2000

280

2001

292

2002

277

2003

285

2004

287

2005

281

2006

274

(年度)

(㎏-ＣＯ２/ｔ)

2000

67

2001

76

2002

75

2003

77

2004

69

2005

53

2006

53

(年度)

(㎏-ＣＯ２/ｔ)

生産重量は2002年度からの増加傾向は継続して

おり、2000年度比で25.3%まで増加しました。

ＣＯ2  排出量そのものは、生産量とともに年々

増加の一途をたどっています。2007年度から

はこの総排出量削減にも力をいれていきます。

2006年度は2000年度比8 .6%削減となり、

目標の８%削減を達成しました。日常の様々な

省エネ活動をさらに継続実施していきます。

溶解炉の燃費改善を推進していますが、設備の

老朽化もあり、昨年よりも若干の悪化となりま

した。

不要照明の消灯徹底や空調節電などを継続実

施し、昨年より2 .5%向上しました。

ガスは主にアルミニウム合金の保持炉の燃料と

して使用していますが、ＣＯ2 排出量の全体に

占める割合は約６%です。

※ここでのＣＯ2 排出量データの対象範囲は、浜松工場、東松山工場、熊谷工場、豊橋工場、(株)アーレスティ栃木、(株)アーレスティ熊本の

　６工場で、(株)アーレスティ山形は合併・統合前の2005年度以前のデータと比較できないため除きました。

　また、数値データは2001年度集計に採用した排出係数を用いています。

環
境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

環
境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

地球温暖化防止対策

生産工程における省エネルギーを特に意識し、ＣＯ２ 削減を積極的に進めています。

　　 生産重量推移

　　 ＣＯ2 総排出量

　　 ＣＯ2 排出量原単位推移

　　 ＣＯ2 排出量原単位推移（重油）

　　 ＣＯ2 排出量原単位推移（電気）

　　 ＣＯ2 排出量原単位推移（ガス）
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地下水使用量の推移

 エコソーブ特長 天然素材で人体に影響なし

エコソーブ 臭気分子 不飽和 飽和

     N H 3     +    H +A ー    ➡  N H 4 +A ー     

アンモニア エコソーブ

アンモニア有機塩(無臭)処理後も無害アンモニア有機塩(無臭)処理後も無害

　〜アンモニアでの消臭例〜　〜アンモニアでの消臭例〜

200620052004

229238
272

(年度)

400

300

200

100

0

( 千ｍ3 )

地下水を利用している工場は浜松工場、豊橋工場、

(株)アーレスティ栃木、(株)アーレスティ熊本

の４工場ですが、使用量 (汲み上げ量) は、昨年

からさらに3 .8%削減しました。

浜松工場や豊橋工場など工場敷地周辺に住宅の

あるサイトでは、生産活動から発生する騒音・

振動については、たとえ法律の基準値内であって

も近隣の住民には不快感を与えることがあり、

実際に夜間の工場稼動音などについて苦情を受け

ることもありました。その都度真摯に受け止め発

生原因を追究し、対策を実施してきていますが、

2 0 0 5 年度からは特に「近隣とのコミュニケー

ション」を積極的にはかり、より快適な周辺地域

環境を提供するよう努めています。

豊橋工場では処理排水の水質が法・条例基準に適

合していることを確認して放流するための監視

槽を2007年１月、新たに設置しました。

グラビティ鋳造工程ではシェル中子を使用して生産

しますが、アルミニウム溶湯で燃焼したシェル中

子から、微量のアンモニア、ホルムアルデヒトな

どの混合ガスが発生し臭気となります。この臭気

が近隣住民や作業者に不快感を及ぼすため、無色

透明で人体に無害なガス化した中和剤で臭気を除

去する設備を設置し、臭気は大幅に改善しました。

大気汚染に関する監視は、溶解炉設備からの排気

ガスが対象となりますが、日常の設備点検や作業

管理の徹底を推進して

います。ＳＯｘ、ＮＯｘ、

ばいじんや一部の工場で

はダイオキシンも規制対

象となっています。測定

値はすべてのサイトで基

準値をクリアしています。

環
境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

環
境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

【豊橋工場水処理設備の改善】

【アーレスティライトメタル工場臭気改善】

大気汚染・水質汚濁物質の削減

環境影響を最小限に抑えるよう、設備や工程の改善に努めています。

　　 水 　　 騒音・振動対策

　　 水質への取り組み

　　 臭気について

　　 大気汚染の防止
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エコソーブ制御装置発煙筒による有色化テスト

排水処理担当者が設備管理中排水処理設備

ばい煙測定器



200620052004

2,6352,512
3,053

(年度)

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

(ｔ)

200620052004

1927

191

(年度)

200

180

160

140

120

100

80

60

40

20

0

(ｔ)

※2004年度より(株)アーレスティ山形分が加わっています ※2004年度より(株)アーレスティ山形分が加わっています

紙ごみなどの一般廃

棄物について、自治

体による回収が厳格

に適用されるように

なり、なおかつその

自治体にリサイクル

施設が無いため、再

資源化にカウントで

きないケースがありますが、(株)アーレスティと

してはこれらの一般廃棄物はカウント外とし、

“ゼロエミッション達成”としています。

これら一般廃棄物を含んだ場合でも、廃棄物排出

総量に対する再資源化率は年々向上し、2006年

度は99 . 2%となりました。

ゼロエミッションが達成され、ほとんどがリサイク

ルされたとしても、工場から出ていく廃棄物の総量

が増加していては、リサイクルにかかるエネルギー

ロスや費用を考慮すれば、真の意味で「環境にやさ

しい活動」とは言い切れないと考えています。

そこで2005年度からは本来の３Ｒ活動で最も重要な

『リデュース(使用を減らす、廃棄物量を減らす) 』に

も力を入れ、再資源化される廃棄物も含めた総排出量

の削減に取り組んでいます。2006年度は排水処理

汚泥が大幅に削減できましたが、一部の工場での創

業以来の埋設管掃除による汚泥や溶解炉改修による

レンガくずなど、一時的な大量排出があり、前年度

比で５%増加しました。今後も引続き『リデュース』

に力を入れて総排出量の削減を目指していきます。

環
境
パ
フ
ォ
ー
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ス

環
境
パ
フ
ォ
ー
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(株)アーレスティ熊本では、廃棄物の中で

汚泥の量が多く、削減が望まれていました。

汚泥に含まれる水分が汚泥重量増加の原因

となっていた為、「水分を取り除くことは

出来ないだろうか」と考えました。

この脱水を着眼点に、2005年10月汚泥を乾燥する装置

作製にトライしました。温度・時間・燃料など乾燥実験を

経て、2006年９月から稼働に入りました。その結果、汚

泥の月間発生量が4 .0ｔから1 .5ｔとなり、現在62％の

削減効果を得られています。

一方、汚泥乾燥時に臭気が

発生してしまいましたが、

消臭機を導入し解決に至り

ました。現在も順調に稼働

しています。

廃棄物置き場

(株)アーレスティ熊本

青木 義則

汚泥乾燥装置外観

廃棄物の削除・ゼロエミッション

リデュースに力を入れた廃棄物総排出量の削減を積極的に推進しています。

　　 ゼロエミッションについて 　　 廃棄物総排出量について

社員インタビュー
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アルミリサイクルは省資源・

　　　　　　   省エネルギー化に貢献しています。

リ
サ
イ
ク
ル
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

新
地
金
の
製
造
エ
ネ
ル
ギ
ー

私たちは、お客様のためにより良い製品を作るこ

とに加えて、広い意味で社会や人々のお役に立つ

ことも、企業として大切なことと考えています。

たとえば、資源の再利用があります。アルミニウ

ムは、何度でもリサイクルして利用できる貴重な

資源です。

しかもリサイクルによって作られる地金の製造に

必要なエネルギーは、ボーキサイトを原料として

作られる新地金の製造に必要なエネルギーを

100%とすると、３％にすぎません。

私たちは、このリサイクルを積極的に推進してい

ます。熊谷工場ではダイカスト工場で生産された

ダイカスト製品が市場で使用され、その製品の使

命が終わったときにアルミリサイクル工場で新し

い原料として生まれかわる流れの一部を担って

います。生産されるアルミニウム合金地金は月産

3 ,000トン。ダイカスト用、鋳物用、軽圧用

など幅広いお客様にご利用いただいております。

リサイクルを推進することによって、限りある資

源を大切にし、地球環境を保護するという大きな

目的が全うされます。

ダイカスト (D�� C��� ��
) という言葉は、私達の

生活の中であまり馴染みがありません。しかし、

ダイカストを使って出来ている製品は日常目にし

触れています。その一例が信号機やエスカレータ

ーステップです。

その他一般的な用途として自動車、オートバイ、

産業用機械そして建築材料、ＯＡ機器、日用品、

カメラなどの構成部品として用いられています。

これらの製品に使われているダイカストの製造過

程は、材料である溶かした合金をダイカストマシ

ンに取付けた金型に高圧で流し込みます。すると

精巧に作り込まれた金型の中で溶けていた合金が

固まります。これを金型から取り出し、ばり取り 

(製造過程で発生した不要な部分を除去すること) 、

加工を行い製品となります。 

このようにして作られるダイカストには、①寸法

が精密である、②仕上りが正確である、③表面が

美しい、④強度が優れている、⑤複雑な形のもの

もできる、⑥大量生産できる、などの多くの特長

があるので成長産業として発展してきました。 

(株)アーレスティではこのダイカストに用いる合

金として、軽量・リサイクル性に優れるアルミニ

ウム、またアルミニウムよりさらに軽量なマグネ

シウムを使用して生産しています。

これからも地球環境保護の課題として、特に自動

車においてはますますその需要が高まり、アルミ

ニウムダイカスト、マグネシウムダイカストは

これからも重要な産業

として発展します。　
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アルミニウムの原料
“ボーキサイト”

アルミニウム合金地金

アルミスクラップ

100%

3%

製品における環境負荷低減

アルミリサイクルによる「環境に配慮したモノづくり」を行い、循環型社会に貢献します。

　　 アルミニウム 　　 ダイカスト
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Ｋ値7.0以下 

180���

80���

0.3
/N�3

5超〜9未満

300㎎/ℓ

300㎎/ℓ

35㎎/ℓ

5�
/N�3

65�B

60�B

55�B

項　目 基 準 値

大 気

水 質

化 学

騒 音

64

63

61

2004年度

61

59

54

2005年度

62

58

55

2006年度

ＳＯｘ

ＮＯｘ

塩化水素

ばいじん

ｐＨ

ＢＯＤ

ＳＳ

ｎ−ヘキサン

ダイオキシン

昼間

朝・夕

夜間

0.01 

4 

5.0 

0.010 

5.2 

9.7

7

0.5

<0.001

最低値

0.20 

100 

11.0

0.040

7.1 

830.0

200

6.6

0.005

最高値

0.02

2

1.0

0.010

5.9

6.6

4

0.5

<0.001

最低値

0.14

68

1.0

0.300

7.9

110.0

140

7.3

0.040

最高値 最低値

0.40

100

11.0

0.020

7.8

83.0

64

1.1

0.990

0.02

2

5.0

<0.01

6.1

6.1

5

0.5

0.014

最高値

工
場
サ
イ
ト
レ
ポ
ー
ト

工
場
サ
イ
ト
レ
ポ
ー
ト

近隣への環境改善対応として

工場北側に新たに防音壁を設

置し深夜の騒音対策を完了し

ました。

また、熔解工場より発生する

黒煙対策に取り組み、成果を

上げることが出来ました。

今後も積極的な活動を展開し

ていきます。

工
場
長

影
山 

晴
久

住　　所

電　　話

生産品目

敷地面積

〒433-8520

静岡県浜松市中区小豆餅4-14-1

053-436-2111

ダイカスト製品の製造

45,483ｍ2

工場サイトレポート

環境規制を順守するとともに、環境負荷の低減活動を続けています。

 豊橋工場

 (株)アーレスティ熊本

浜松工場 (株)アーレスティ栃木

東松山工場

 熊谷工場

(株)アーレスティ山形

　　  浜松工場
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3.3N�3/� 

200���

ー

0.2/N�3

5.8〜8.6

160㎎/ℓ

200㎎/ℓ

5㎎/ℓ

ー

70�B

65�B

60�B

60

62

60

2004年度

61

60

60

2005年度

61

62

60

2006年度

ＳＯｘ

ＮＯｘ

塩化水素

ばいじん

ｐＨ

ＢＯＤ

ＳＳ

ｎ−ヘキサン

ダイオキシン

昼間

朝・夕

夜間

0.16 

59

ー 

0.011 

5.9 

38.0

9.0 

2.0 

ー

最低値

0.35

110

ー

0.049

7.0 

390.0 

21.0 

12.0

ー

最高値

0.06

12

ー

0.010

4.5

7.0

2.0

1.0

ー

最低値

0.35

27

ー

0.031

7.8

23.0

42.0

4.0

ー

最高値

0.01

23

ー

<0.005

6.9

3.4

1

<1

ー

最低値

0.07

65

ー

0.015

8.6

20.0

46

1.0

ー

最高値

Ｋ値17.5以下 

180���

ー

0.2
/N�3

5超〜9未満

300㎎/ℓ

600㎎/ℓ

5㎎/ℓ

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

2004年度

ー

ー

ー

2005年度

ー

ー

ー

2006年度

ＳＯｘ

ＮＯｘ

塩化水素

ばいじん

ｐＨ

ＢＯＤ

ＳＳ

ｎ−ヘキサン

ダイオキシン

昼間

朝・夕

夜間

0.10 

38 

ー 

<0.01 

6.5 

24.0 

18 

<1 

ー

最低値

0.21 

44 

ー

<0.01 

7.3 

510.0 

240 

5.2

ー

最高値

0.10

33

ー

<0.01

6.4

9.0

5

<1

ー

最低値

0.17

47

ー

0.01

7.7

290.0

99

3.7

ー

最高値

0.15

26

ー 

<0.01 

6.8 

11.0 

14

<1 

ー

最低値

0.18

51 

ー

0.01 

7.5 

300.0 

91

3.3

ー

最高値
項　目 基 準 値

大 気

水 質

化 学

騒 音

項　目 基 準 値

大 気

水 質

化 学

騒 音

工
場
サ
イ
ト
レ
ポ
ー
ト

工
場
サ
イ
ト
レ
ポ
ー
ト

2006年に新しいダイカスト

工場棟を建設し、11月から操

業を開始しています。環境や

ものづくりで世界に誇れる工

場をめざしています。騒音な

どの環境を改善するために、

窓や扉を閉めた状態で十分な

換気ができるように、社員の

作業環境にも配慮して局所空

調設備があり、さわやかな風

を感じられるものにしています。

工
場
長

野
中 

賢
一

住　　所

電　　話

生産品目

敷地面積

〒441-3153

愛知県豊橋市二川町字東向山80

0532-41-0511

ダイカスト製品の製造

61,500ｍ2

2006年度の環境改善活動は、

ほぼ目標達成できました。

2007年度は特に廃棄物削減

に重点を置き活動します。

後世にすばらしい環境をバト

ンタッチ出来るよう一人一人

の環境意識を高め頑張ります。

工
場
長

赤
石 

雄
二

住　　所

電　　話

生産品目

敷地面積

〒355-0812

埼玉県比企郡滑川町大字都25-27

0493-56-4421

ダイカスト製品の製造

13,774ｍ2

*データ欄中の「−」は、工場の規模や設備状況などにより、法律の適用外となっている測定項目です。

　　  豊橋工場

　　  東松山工場
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Ｋ値17.5以下 

180���

40���

0.3
/N�3

5.8〜8.6

20㎎/ℓ

40㎎/ℓ

5㎎/ℓ

ー

75�B

70�B

60�B

69

59

59

2004年度

61

61

57

2005年度

63

59

60

2006年度

ＳＯｘ

ＮＯｘ

塩化水素

ばいじん

ｐＨ

ＢＯＤ

ＳＳ

ｎ−ヘキサン

ダイオキシン

昼間

朝・夕

夜間

0.05 

10

4.0 

0.033 

7.1

3.2

2.5

0.5

ー

最低値

0.37 

33

27.0 

0.140 

7.8

19.2

12.5

2.1

ー

最高値

0.28

22

<6 

0.086 

7.2

5.1

6.0

<5

ー

最低値

0.28 

32

9.0 

0.190 

7.8

17.8

19.0

1.5

ー

最高値

0.04 

14

<3 

0.020 

7.1

6.5

3

<0.5

ー

最低値

0.89 

50

24.0 

0.120 

7.9

14.9*

22

1.5

ー

最高値

2.52N�3/� 

140���

200���/N�3

0.15
/N�3

ー

ー

ー

ー

5�
/N�3

ー

ー

ー

ー

ー

ー

2004年度

ー

ー

ー

2005年度

ー

ー

ー

2006年度

ＳＯｘ

ＮＯｘ

塩化水素

ばいじん

ｐＨ

ＢＯＤ

ＳＳ

ｎ−ヘキサン

ダイオキシン

昼間

朝・夕

夜間

0.06

<65

<21

<0.005

ー

ー

ー

ー

<0.001

最低値

1.50

120

<27

0.100

ー

ー

ー

ー

0.025

最高値

0.05

64

<21

<0.005

ー

ー

ー

ー

0.016

最低値

1.50

90

<27

0.063

ー

ー

ー

ー

0.270

最高値

<0.033

16

1.0

0.002

ー

ー

ー

ー

0.002

最低値

0.96

84

19.3

0.039

ー

ー

ー

ー

0.470

最高値
項　目 基 準 値

大 気

水 質

化 学

騒 音

項　目 基 準 値

大 気

水 質

化 学

騒 音

工
場
サ
イ
ト
レ
ポ
ー
ト

工
場
サ
イ
ト
レ
ポ
ー
ト

2006年度は総廃棄物の約半

分を占める水処理汚泥の削減

に力を入れ、昨年度比22％

削減出来ました。またＣＯ2  

排出量では、溶解炉の重油

使用量をきめ細かく管理し、

2003年度比19％削減出来

ました。2007年度において

も、環境に配慮した投資・施

策を展開していきます。

社
長

河
原
崎 

光
一
朗

住　　所

電　　話

生産品目

敷地面積

〒321-0215

栃木県下都賀郡壬生町大字壬生乙4060

0282-82-5111

ダイカスト製品の製造・
フリーアクセスフロアパネルの製造

90,060ｍ2

2006年度の活動は、重油使

用削減やばい煙洩れ削減を中

心に行ない、ＣＯ2  について

は2000年比で 2 8 ％の削減

を達成しました。

今後も引き続き、環境保全活

動を推進していきます。

工
場
長

酒
井 

和
之

住　　所

電　　話

生産品目

敷地面積

〒360-8543

埼玉県熊谷市御稜威ヶ原284-11

0485-33-5161

アルミニウム合金地金の製造

47,105ｍ2

*水質については定期的な監視測定による測定値です。浄化槽の故障による異常排水の流出が
  一回ありましたが、再発防止対策により、その後良好な状態を維持しております。

　　  (株)アーレスティ栃木

　　  熊谷工場
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2.33N�3/� 

180���

ー

0.2/N�3

5.8〜8.6

20㎎/ℓ

50㎎/ℓ

５㎎/ℓ

ー

70�B

ー

ー

64

ー

ー

2004年度

69

ー

ー

2005年度

68

ー

ー

2006年度

ＳＯｘ

ＮＯｘ

塩化水素

ばいじん

ｐＨ

ＢＯＤ

ＳＳ

ｎ−ヘキサン

ダイオキシン

昼間

朝・夕

夜間

0.16 

70

ー 

0.060 

ー

ー

ー

ー

ー

最低値

0.16

87 

ー

0.130 

ー

ー

ー

ー

ー

最高値

0.50

46

ー

0.010

6.7

1.6

1.0

0.5

ー

最低値

0.68

62

ー

0.130

8.0

6.3

5.5

1.9

ー

最高値

0.20

60

ー

0.020

7.1

2.2

1.0

0.5

ー

最低値

0.70

87

ー

0.040

8.4

8.1

15.0

2.6

ー

最高値

Ｋ値6.42以下 

180���

80㎎/N�3

0.1
/N�3

5.8〜8.6

30㎎/ℓ

60㎎/ℓ

5㎎/ℓ

ー

70�B

65�B

60�B

53

54

53

2004年度

51

51

52

2005年度

55

53

51

2006年度

ＳＯｘ

ＮＯｘ

塩化水素

ばいじん

ｐＨ

ＢＯＤ

ＳＳ

ｎ−ヘキサン

ダイオキシン

昼間

朝・夕

夜間

0.03 

23

3.0 

0.020

6.2 

1.0

1.0

0.5

ー

最低値

0.03 

27

35.0

0.030

8.2 

9.0

7.0

0.7

ー

最高値

0.01

11

3.0

0.010

6.2

1.0

1.0

0.5

ー

最低値

0.02

23

6.0

0.020

8.1

6.0

12.0

0.5

ー

最高値

0.01

17 

8.0 

0.010 

7.0 

1.0 

1.0 

0.5 

ー

最低値

0.03

32 

11.0

0.030 

8.0 

11.0

9.0 

0.6

ー

最高値
項　目 基 準 値

大 気

水 質

化 学

騒 音

項　目 基 準 値

大 気

水 質

化 学

騒 音

工
場
サ
イ
ト
レ
ポ
ー
ト

工
場
サ
イ
ト
レ
ポ
ー
ト

廃棄物は昨年度より17％削

減できましたが、ＣＯ2  削減

は省エネ設備導入計画推進の

遅れもあり、若干の増加とな

りました。

2007年度は引き続き省エネ

活動を推進し、さらに2008

年度からの３ヵ年計画も見

据え、展開していきます。

社
長

見
目 

康
夫

住　　所

電　　話

生産品目

敷地面積

〒992-0832

山形県西置賜郡白鷹町大字荒砥乙65 

0238-85-5233

ダイカスト製品の製造

64,876ｍ2

今年度は、廃棄物削減の目玉

として水処理過程で発生する

スカムの乾燥機を導入し、廃

棄量を半減することが出来ま

した。ＣＯ2  削減についても、

運転方法の変更、省エネ設備

への更新等でエネルギー効率

を考えた活動を展開していま

す。今後も環境を考えた活動

を推進していきます。

社
長

松
永 

太
嘉
生

住　　所

電　　話

生産品目

敷地面積

〒869-0521

熊本県宇城市松橋町浦川内36

0964-33-3111

ダイカスト製品の製造

34,342ｍ2

　　   (株)アーレスティ山形

　　  (株)アーレスティ熊本
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第４回 

『アーレスティăグリーン大会』は環境に関

する教育啓蒙とサイト間の交流をはかるた

め、各サイトから環境に関する諸活動の成

果を発表してもらう場として2003年以来

毎年開催することにしており、第４回目は

2006年12月６日に開催されました。今回

は廃棄物削減への取り組みやばい煙対策な

ど、環境保全に関する様々な活動事例が報

告され、高橋社長をはじめ49名の参加者が

各サイトから集まり、様々な触発を受け、

有意義な大会となりました。

(株)アーレスティ栃木の工場排水は、安定した水質が維持

されております。それに対して 浄化槽排水など生活系排水

については創業以来の処理能力

の低い設備で運用しており、こ

れらの　設備改善・管理の見直

し等により、全てを合わせた最

終放流水の水質改善ということ

で活動したものです。

グリーン大会での発表も今回

で３度目となりますが、発表

の順番が１番目ということも

あり今回が一番緊張した発表

だったように思います。今回

の事例は、課長、リーダー、

メンテナンス業者などからも

ご協力いただき実施した改善

事例です。したがって、発表

にも熱が入りました。

オリエンテーション

開会の挨拶

全社環境事務局から

『生活・雨水系排水の水質改善』

『排水汚泥の削減』

『汚泥廃棄量削減への試み』

『溶解炉煙突からの煙発生防止対策』

『建屋からのばい煙洩れ削減』

『エア漏れ対策による電気使用量の低減』

『シェル中子臭気の改善』

　高橋社長　総評

　閉会挨拶　

社
会
的
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

社
会
的
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

(株)アーレスティ栃木

業務課

環境営繕グループ

亀山 敏行

アーレスティ・グリーン大会

【発表内容】『生活・雨水系排水の水質改善』

【発表の感想】

開催日：2006年12月６日(水)

(株)アーレスティ栃木

(株)アーレスティ栃木

 熊谷工場

豊橋工場

東松山工場

(株)アーレスティ熊本

浜松工場

社内環境コミュニケーション

環境問題への意識向上を図り、環境リスク対応・安全管理などの諸活動に取り組んでいます。

　　 グリーン大会

発表者インタビュー
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労働災害発生推移

① 廃油漏れ発見 ② 排出量、範囲の確認

③ 役割分担、要員の割付、指示 ④ 土のうの設置 (流出部)

⑤ 吸着マットの設置 (流出部) ⑥ 流出防止処理完了の報告
200620052004200320022001

10
12

9

61

11

3942

28

18
23

34

(年度)

60

50

40

30

20

10

0

(件数)

休業災害　　　不休災害

(株)アーレスティでは部品、材料、副資材など生産に

直接関わる物品の調達を『グリーン購買』、文房具や

コピー用紙など生活にも身近な物品についての調達を

『グリーン購入』と定義し、調達する段階で環境負荷

の低減を目指すため、2006年度はプロジェクトチー

ムを結成し、本格的な活動を開始しています。

工場における環境リスクをできる限り低減するために、

あらゆる緊急事態を想定し、万が一の事故発生にも

すばやく対応・処置できるよう、毎年定期的に教育

・訓練を実施するとともに、事故を未然に防ぐための

予防処置にも努めています。今後の新しい取り組み

として、従業員一人ひとりの環境意識を高めるため、

『環境社会検定試験＊』の受験を奨励し「エコピー

プル」資格者育成にも取り組んでいきます。

環境社会検定試験：エコ検定ともいい、「環境に関する基

礎知識を得た人」をつくるためにスタートした検定試験制

度で、東京商工会議所をはじめ全国の商工会議所が主催し、

第１回目が2006年10月に実施されました。

＊

2005年度に対し若干ですが、労働災害は減少し

ました。しかし、さらに改善が必要です。労働

安全衛生マネジメント導入に向けた活動として、

リスクアセスメントの展開及び不安全行動の削減

を目指し、安全カードプログラムを取り入れて

安全確保に努めていきます。

快適な職場環境を目指し、安心と信頼を

与える行動を広げるため、法令及び社内

規定を遵守すると共に、『安全は全てに

優先する』を基本に安全衛生活動を推進

する。

社
会
的
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

社
会
的
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

「危険を予知して、リスク低減。　　

　　確立しよう　安全最優先職場！」

(2007〜2008年度)

安全基本方針

【主な訓練・教育内容】

● 排水処理作業における
　 　　　　　　　水質汚濁防止の作業ポイント教育

● 排水処理異常発生時の緊急対応訓練

● 重油流出事故防止のための
　　 　　　　　　　　重油タンク点検ポイント教育

● 重油流出発生時の緊急対応訓練

● 溶解作業の環境配慮ポイント教育と
　　 　　　　　　　　　　　　　緊急時の対応訓練

【廃油流出の緊急時の訓練】 (豊橋工場)

　　 グリーン調達

　　 環境教育の取り組み
　　 安全管理の取り組み
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(株)アーレスティ栃木は毎年自治会と、合同で活

動しています。 今年は予定日が雨の予報であり、

すでに参加者を120名ほど募っていたので、大変

心配でした。当日はやはり生憎の小雨で、もしか

(2006年６月　(株)アーレスティ栃木)

【壬生町環境美化運動】

冷たく強い北風の吹く中、

社長以下従業員24人で、

中野坂上を中心に青梅

街道・山手通りの清掃

活動を行いました。

前日の雨で歩道に貼りつ

いたかみくずをはがしたり、植え込みの中のペッ

トボトル、空き缶やタバコの吸殻をあつめたり、

粗大ゴミの消火器まで回収しました。約２時間の

作業でしたが、大きなゴミ袋が30個あまりになり

ました。今後も、地域のクリーン作戦に積極的に

参加して、清掃区域を広げていきたいと思います。

【青梅街道中野坂上周辺 クリーン作戦】

( 2 007年２月　本社)

２年前から国道287号線に沿って設置された遊歩

道の１区画を受け持ち年間３〜４回のボランティ

アを行っています。早朝からゴミ拾いの他にも花

壇の草むしり、周囲の草刈りと日頃の運動不足を

吹き飛ばす勢いで汗だくで頑張っています。この

ボランティア以外にも山形県主催の河川ボラン

ティアや老人ホームの車いすの手入れや清掃・

窓ふき等、多方面に参加して、地域の方々からも

感謝されています。

(2006年６月　(株)アーレスティ山形)

【フラワーロードボランティア】

今年度より豊橋工場では

クリーンアップ以外の活

動として、豊橋市内にあ

る岩屋緑地の里山作りボ

ランティアに参加してい

ます。2006年度の活動は３日間で、社員の家族

８名を含む延47名が里山の整備に汗を流しました。

初日はコナラやアカマツの森の中で、ソヨゴ、ヒ

サカキやユズハリなどの雑木を手鋸で除伐、間伐

して森林に日差しが差し込む様にしました。数ヵ

月後、伐採した雑木をチップ化して散策路に撒い

たり、大きな幹は車道の脇に集める作業をしまし

た。豊橋工場では2007年度以降も里山作りボラ

ンティア活動をして行きます。

(2006年11月、2007年２月　豊橋工場)

【里山作りボランティア】

地域環境コミュニケーション

地域社会と共に歩む企業市民として、社会貢献活動に参加しています。

　　 ボランティア
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株式会社 アーレスティ　

品質管理部（全社環境事務局）

東京都中野区中央1-38-1 住友中野坂上ビル11F

TEL 03-5332-6001　FAX 03-5332-6037

URL　����://���.�������.��.�/

次回発行予定　2008年６月

本報告書に関するお問い合わせ先

(熊谷工場)

適切な情報開示に向けた努力を続け、今後と

も地域の皆様への情報提供ツールとして作成

していく予定です。

アーレスティのホーム

ページ内に「環境報告

書」のサイトを開設し、

情報を公開しています。

����://���.�������.��.�/

アルミニウムをリサイク

ルしている熊谷工場では、

地域住民・学生を招き工

場見学を行っております。

したら集合時間の８時までには止むか、という悩

ましい状況でした。遠い所では車で約45分ほど

掛かるので、７時頃には中止かどうかの判断が必

要です。７時を過ぎても止まないので、自治会長

さんに連絡し中止で決定。社内連絡網で、参加予

定者に流しました。ただし１人だけ連絡が行かず、

会社に来てしまったという事でした。美化運動は

次週に順延となり、再度参加者募集からやり直し

ましたが前回以上の人数となり、ホッとしました。

約4 .5 ��ほどの道端を、４班編成で行いました。

情
報
公
開

情
報
公
開

12月10日(日)『熊谷工業団地ゴミゼロ運動週間』

に熊谷工場の環境ボランティア活動として御稜

威ヶ原公園を清掃しました。前日に雨が降ってい

たため、朝方は霧の発生で視界が悪かったのです

が、しばらくすると絶好の清掃日和となり、スムー

ズに清掃活動ができました。今回は思ったほど

ゴミは少なく、公園の清掃をすぐに完了させて、

工場裏側の道路側まで清掃することができました。

また、今回初めて参加した人もいて、参加率が

ぐっとＵＰしたことも良かったと思います。

(2006年12月　熊谷工場)

【熊谷工場団地ゴミゼロ運動】

2004年度 2005年度 2006年度

アーレスティ製品の主

要材料であるアルミニ

ウムが環境に優しいこ

とをＰＲするため、日

本経済新聞に週１回の

ペースで突き出し広告

を掲載しています。

開開公公報報情情

　　 環境報告書

　　 ホームページ

　　 新聞

　　 工場見学
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発行日　2007年 6月

アルミニウムは

何度でもリサイクルできる

貴重な資源です。

株式会社 アーレスティはグリーン購入ネットワークの会員です。

〜表紙コンセプト〜

空中あるいは、水中を『飛べる』水鳥は、

あらゆる生命を意味してします。

“かけがえのない地球”からの、恵みを

受けて“成長していく”“循環していく”

というイメージで作成しました。
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